
防災の心がけと災害時における防災の心がけと災害時における
避難のあり方について避難のあり方について

■ 避難とは「難」を「避」けることです■ 避難とは「難」を「避」けることです
　大雨時に全てのかたが避難する必要がある
わけではなく、また、避難所に行くことだけ
が避難ではありません。
　「みさと防災」３ページの避難行動判定フ
ローで、避難のあり方
を確認し、４ページの
マイタイムライン作
成・確認も併せてして
おきましょう。

■ 避難する際は持っていきましょう■ 避難する際は持っていきましょう
　避難所で必要とな
るもののほか、普段
からご自身が必要と
しているものを確認
しておき、持ち出し
できるようにしてお
きましょう。
　「みさと防災」30ページも併せてご確認くだ
さい。

■ 避難情報について■ 避難情報について
　災害の危険が高まってからでは、避難が困難になる場合があり、警戒レベル５では、災害状況が確
実に把握できないことから、緊急安全確保は発令されないこともあります。
　町では災害発生のおそれがある場合、事前に「自主避難所」を設置し、設置した場合はホームページ、
防災無線、登録制メール、LINEなどでお知らせします。
　お住まいの場所や状況に応じて、早めの避難と必要なものを持ち出しで
きるように心がけておきましょう。
　なお、「みさと防災」２ページに警戒レベルと避難情報を掲載していますが、
令和３年５月20日の災害対策基本法改正により、下表のとおり避難情報が
変更になっていますので、ご注意ください。

警戒レベル３ 警戒レベル４ 警戒レベル５

取
る
べ
き
行
動

避難に時間を要する人（ご高
齢のかた、障がいのあるかた、
乳幼児等）とその支援者は避
難をしましょう。その他の人
は、避難の準備をしましょう。

速やかに危険な場所から避難
先へ避難しましょう。公的な
避難場所までの移動が危険と
思われる場合は、近くの安全
な場所や、自宅内のより安全
な場所に避難しましょう。

既に災害が発生（または切迫）
している状況です。命を守る
ための最善の行動をとりま
しょう。

避
難
情
報

避難準備・高齢者等避難開始
　⇒ 高齢者等避難

避難勧告・避難指示（緊急）
　⇒ 避難指示

災害発生情報（緊急安全確保）
　⇒ 緊急安全確保

登録制メール
アドレス登録
QRコード

■ 気象・防災情報の確認■ 気象・防災情報の確認
　各種情報の確認にお役立てください。

気象庁 埼玉県土砂災害警戒情報
システム 埼玉県川の防災情報

　天気予報から自然災害にお
ける防災情報をはじめ、気象
における知識、統計情報を確
認できます。

　土砂災害警戒情報の発表状
況のほか、県内の土砂災害発
生の危険性や土壌雨量指数を
色ごとで網の目状に確認でき
ます。

　河川氾濫情報の発表状況の
ほか、県内を流れる河川の水
位や各観測地点の雨量等を確
認できます。

【URL】https://www.jma.go.jp/jma/
index.html

【URL】https://suibo-river.pref.
saitama.lg.jp

【URL】http://keikai.dosyabousai.
pref.saitama.lg.jp/

みさと防災
ＱＲコード

町LINE
公式アカウント

災害用伝言ダイヤル「１７１」について
　災害用伝言ダイヤル「１７１」は、災害発生時に家族、知人などの安否を確認できる『声の伝言板』です。
災害時は被災地への電話がつながりにくくなります。もしもの時に備え、利用方法を覚えておいてくだ
さい。下記の期間に体験利用ができます。

❶「１７１」をダイヤルしてください。
❷録音の場合は「１」を、暗証番号を利用する
録音は「３」を押してください。

❸連絡を取りたい被災地のかたの固定電話番号、
携帯電話などをダイヤルしてください。

❹プッシュ回線の場合は「１」を、ダイヤル回
線の場合はそのままお待ちください。
❺伝言の録音を行ってください。（30秒以内）

録 音 方 法 再 生 方 法
❶「１７１」をダイヤルしてください。
❷再生の場合は「２」を、暗証番号を利用する
再生は「４」を押してください。

❸連絡を取りたい被災地のかたの固定電話番号、
携帯電話などをダイヤルしてください。

❹プッシュ回線の場合は「１」を、ダイヤル回
線の場合はそのままお待ちください。
❺伝言の録音内容を確認してください。

詳細は、NTT東日本のホームページをご覧ください。
【URL】https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/ NTT東日本

ホームページQRコード

問合せ＝総務課　自治防災係　☎76-1115

【体験利用日】
①毎月１日および15日
②正月三が日（１月１日～１月３日）

③防災週間（８月30日～９月５日）
④�防災とボランティア週間（１月15日～１月21日）

　浸水想定区域内や土砂災害警戒区域内にお住まいのかた
で、大雨時に災害発生が見込まれる場合や気象警報の発表
時などは避難が必要です。
　令和２年度に毎戸配布した総合防災ハザードマップ「み
さと防災」で、お住まいの場所が危険かどうか、また、避
難について確認をしておきましょう。
　事前に準備をしておくことで、災害時にも落ち着いて対応
できるようになります。ご自身とご家族の命を守るために、
行動しましょう。
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